
平塚秦野地区交通安全大会 
 

主催 神奈川県教育委員会 
   県立高等学校等交通安全教育推進協議会 
   神奈川県立高等学校ＰＴＡ連合会平塚秦野地区協議会 
協賛 一般財団法人神奈川県立高等学校安全振興会 
後援 神奈川県立学校長会 
 

           
テ ー マ  「ワタシのいのちはミンナのいのち」 
           
日  時  令和3年11月18日（木） 13時30分～14時30分    
           
会  場  平塚市中央公民館 大ホール  オンライン併用開催    
 
参加人数 146 人      
 
日  程（次第） 

 1）開会宣言 

 2）大会挨拶 

 3）ＰＴＡ発表  平塚工科高等学校ＰＴＡ 「自転車も慣れた道ほど慎重に」 

 4）高校生発表   

   スタートかながわ 高浜高等学校       

   研究発表 平塚中等教育学校「バスの乗車マナー ～For the safe city～」 

  秦野総合高等学校「秦野総合高校の交通安全について」 

  二宮高等学校  「自転車での交通事故について」   

     交通安全○×クイズ  秦野高等学校、大磯高等学校、伊勢原高等学校

        平塚湘風高等学校、平塚農商高等学校 

     シンポジウム 「自転車の歩道通行について」   

     平塚工科高等学校、平塚江南高等学校、 

                    伊志田高等学校、秦野曽屋高等学校  

 5）標語・ポスターの発表・表彰 

 6）大会宣言 

 7）閉会宣言 



 

１はじめに 

 

平塚工科高校は、昭和14年に産業の振興を目

的にした、神奈川県立第二工業学校を創立しまし

た。昭和15年には神奈川県立平塚工業学校に改

称されました。以来、産業界をはじめ各方面に多

くの優秀な人材を輩出しさまざまな歴史を経て、

平成14年に平塚工業高等学校と平塚西工業技術

高等学校が再編統合され、平塚工科高等学校とし

て設置されました。 

 

 

 

 

 

 

２交通安全活動の取り組み 

 

①自転車点検（年２回） 

 

②本校HP掲載・広報誌・ほけんだより・交通安

全アンケート＆クイズ・交通安全ルール 

 

③交通安全マナーアップキャンペーン（年１回）

となります。 

 

＜自転車点検＞ 

通学用自転車点検は長期休校前の夏・冬２回行

い、整備不良や規則遵守等について指導すると共

に交通安全の大切さについて生徒たちに考えても

らう機会としております。点検内容は以下通りで

す。 

・平塚工科高校通学用ステッカーの貼り付け確認 

・ブレーキ 

（ブレーキの利き具合、パットの磨耗） 

・ベル（有無） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・無施錠 

・タイヤ（磨耗、空気圧） 

・反射板（有無、劣化） 

・駐輪場所（場外に駐輪しているかの有無） 

 

PTA役員・ボランティア・教職員との合同で、

生徒の自転車を点検して整備不良のある自転車を

一箇所に集めて生徒下校時に指導しております。

学年別の点検結果一覧表を作成して今後の指導等

に活用しています。 

自転車点検の活動の様子は次のページの通りで

す。二人一組（毎年役員交代があるため、なるべ

く経験者と未経験者）のペアを組みます。バイン

ダーにチェックリスト（ステッカー番号・点検七

項目）・違反車両用のタグ・タグを付けるホッチ

キス・筆記用具を添えて点検者とチェック記入及

び違反タグ装着者の二手に分かれ担当学年を決め

連携をとりながら作業を進めていきます。 

令和三年度平塚秦野地区交通安全大会研究発表 

 

神奈川県立平塚工科高等学校PTA 

 
「自転車も慣れた道ほど慎重に」 

 

   



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【点検を終えた保護者と先生の感想】 

★ベルなしが多く反射板が付いていない、壊れて

いるのが目立った。 

★高級な自転車が数台あり触るのが怖く、高価で

あるにもかかわらず安全意識が低かった。 

★ほとんどの生徒が自転車通学なので事故がない

よう、不備がないようにして欲しい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★前回より不備の車両が多く感じた。これを機に

安全意識を高め子どもと話していきたい。 

★前回の点検では自転車につけた違反タグがたく

さん捨てられていたが、今回はほぼ無かったの 

がすごく良かった。残念ながら一台のみ違反項目

の多い危険自転車がありました。 

生徒と保護者に指導した上で引き取ってもらいま

した。 

１～３学年で合計約３２０台の自転車に対し

てペアを組み点検・チェック記入の二手に分

かれて作業します。

整備不良のある自転車には項目に当てはまる

箇所を記入したタグを付け、一箇所に収容し

ます。

注意喚起を徹底し違反タグを無視して帰宅し

ないため、先生がチェーンを持ってきます。

全ての違反自転車後輪にチェーンを通しま

す。最後に端と端を繋いで南京錠をかけます。

生徒たちがやってきました。先生が整備不良を

丁寧に指導して安全に引き渡します。

チェックシートを集計し担当教員に渡します。

集計結果をグラフ（資料１）に出します。



資料１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自転車点検集計結果のデータを元にどの項目に

不備が多いのか分析して次の点検までに改善策を

検討します。過去３回のグラフを見ると前回に比

べ減ったものの、ベル無し・無施錠・ステッカー

無しが多いです。盗難されるかも知れない意識が

低いことが見受けられます。ステッカーやベルは

安全に登校するために必要なものです。 

また無施錠や場外駐輪に共通するのは時間に余

裕を持って登校出来ていない可能性が考えられま

す。定められた場所に駐輪することは社会へのマ

ナーにもつながります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

普段から生徒が通学する中で、保護者の方々に

も整備不良がないか目を向けていたけたらありが

たいです。またサイクルショップ等で定期的に安

全点検をすることで、各部位の消耗や劣化を事故

やケガが起こる前に未然に防ぐことができます。 

歩行者や自動車などの道路利用者と社会共存し

ている意識をもち、自ら交通ルールを守り安全に

登下校することはみんなの命を守ることにつなが

ります。生徒だけでなく保護者の方々に活動内容

を周知していただくことが交通安全につながる役

目を果たしています。 



 

本校HPにおいて自転車交通ルール（資料２）、

広報誌（資料３）では自転車点検の様子と集計結

果を掲載、ほけんだより（資料４）に自転車によ

るケガの増加と交通ルールを配付しました。 

今回、正しい認識を持って安全に登校出来るよ

うに、交通安全に対する知識と注意喚起を目的と 

 

資料２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

した交通安全アンケート＆クイズ（資料５）を実

施しました。 

それと併用して自転車損害保険等の義務化及び

交通安全ルール（資料６・７）を配付いたしまし

た。 

交通安全アンケート結果は集計してグラフにま

とめました。（資料８） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜本校HP・広報誌・ほけんだより・交通安全アンケート＆クイズ・交通安全ルール＞ 

 



 

 

 

 

 

 

  

   

   



 

  

資料５



 

  

資料６



 

  

   



 

  【交通安全アンケート結果】

６ ６ ％の生徒が

自転車通学なの

で、 交通機関や

徒歩の生徒より

も 事故のリ スク

が非常に高い。

３ ７ ％が事故経

験があり １ ４ ％

が目撃し ている

こ と から半数は

事故に関わり が

ある。

５ ８ ％が接触事

故と 圧倒的に多

い。 転倒事故が

３ ８ ％なので危

険の多さ が伺え

る。

立ち去り が半数

を占めている。

何かあっ た時の

事を考えると 警

察や救急車の要

請は不可欠。

神奈川県は自転

車損害賠償保険

等の加入が義務

です。 未加入や

不明の人は今す

ぐ加入や確認が

必要！

３ ８ ％が定期点

検を し ていない

こ と が整備不良

の多さ に結び付

く 。自転車への愛

着を も っ と 持っ

て欲しい！

９ ０ ％が平塚工科高校 H P

の交通ルールを閲覧し てい

ないのが非常に残念！認知

度を高めることが課題。

資料８



神奈川新聞 21面 地域

かながわワイド

2021年 10月 27日掲載より抜粋

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ まとめ  

  

例年、自転車点検や安全指導を行っても改善に結

び付くには至難の業であるのが現状です。 

通りなれた通学路はついスピードが出てしまった

り、ながらスマホやイヤホン着用によって事故に

つながることが増えております。本校は自転車通

学者が多く、一般歩行者や自動車以外にも交通機

関や徒歩通学の生徒たちを巻き込んでしまう可能

性があります。自転車は車両なので走る凶器と化

す場合があります。危険行為で罰則されることへ

の認識がまだまだ低いと思われます。 

令和２年６月３０日から道路交通法が改正され、

いわゆる【あおり運転】が厳罰化されました。こ

れは自動車だけでなく同じ車両の自転車も対象と

なります。妨害運転とはいったいどのような行為

が危険であるのか。もしかしたらまだ知らない生

徒がいるかも知れません。保護者のなかでも知ら

なかった内容が細かく記されています。コロナ禍

では分散登校、オンライン授業が続きました。こ

の先、通常登校が再開される時こそ気の緩みから

事故に繋がりやすいです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「自転車も慣れた道ほど慎重に」をテーマにもう

一度、生徒だけでなく登下校する道のりを保護者

の方々にも一緒に見ていただきたいです。自分や

誰かを傷つけてしまう危険があるという自覚を持

つことがとても重要です。事故が起きてしまえば

皆が悲しむことになります。 

平塚工科高校の HP には在校生・保護者に向けて

自転車に関する主な交通ルール・罰則が詳しく掲

載されております。特に自転車通学者には内容を

しっかり閲覧していただきたいです。 

今後も PTA 全体で先生方や保護者の方々、地域

の皆様のご協力のもとで、社会の一員として「自

分の命は皆の命を守ること」に繋がる活動を続け

ていきたいです。 

 

 

 

 

 

 

＜ 交通安全マナーアップキャンペーン ＞

交通安全マナーアップキャンペーンは毎年１０月の登校時間に本校正門で行っております。

登校してきた生徒たちに交通安全グッズ（後部反射板やワッペンなど）を配布します。

意識啓発を高めることを目的とし市交通安全対策協議会、先生、PTA役員、生徒会役員の協

力のもと活動をしております。



 

 

日 時 令和 3年 11月 18日（木）13：00～16：00 

会 場 平塚市中央公民館 大ホール 

参加者 146人 

内 容 ○ＰＴＡ発表   

 平塚工科高等学校ＰＴＡ 「自転車も慣れた道ほど慎重に」  

○高校生発表   

 スタートかながわ 高浜高等学校      

 研究発表 

  平塚中等教育学校「バスの乗車マナー ～For the safe city～」  

  秦野総合高等学校「秦野総合高校の交通安全について」   

  二宮高等学校  「自転車での交通事故について」   

 交通安全○×クイズ 秦野高等学校、大磯高等学校、伊勢原高等学校

    平塚湘風高等学校、平塚農商高等学校    

 シンポジウム   「自転車の歩道通行について」   

      平塚工科高等学校、平塚江南高等学校、 

            伊志田高等学校、秦野曽屋高等学校 

  

 


